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ニ ン ジ ン エ キス の抗 ス トレ ス 作用 ；

ス トレ ス 負荷 マ ウス の 免疫能へ の 影響

1）  三菱化成安全科学研究所　鹿島研究所　2）山之内製薬  　薬粧事業本部
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〔目的〕近年 、 様々 な ス トレ ス に起因す る疾患が増加 してお り、また、ス トレス の 免疫

機能に 及ぼす影響 も明らか にされつ つ ある。
ニ ン ジン は生体恒常性維持作用を示す こと

が知 られて おり、今回、われわれ は ニ ン ジ ン の ス トレス に対する作用を免疫機能を指標

に検討 した 。 すなわち 、 物理的要因と心理的要因が関与するとされ る拘束ス トレ ス をス

トレ ッ サ ーとし、 抗体産生能を指標と して検討 したの で報告する 。

〔方法〕Balb／c系マ ウ ス （雄、7週齢）に ニ ン ジ ン エ キ ス （GE＞を拘束ス トレス 負荷5日前よ

り最終採血の 前日まで 18日間連 日経 口投与 した 。 投与用量は 、臨床用量の 3お よ び30倍

で ある45、450  ／kgとした。 拘束ス トレ ス は1日13時間、 4日間負荷した 。 抗原として胸

腺依存性抗原であ る トリニ トロ フ ェ ニ ル結合羊赤血球 （TNP−SRBC）を用い、ス トレ ス 負荷

終了 日に抗原刺激 した 。 採血は抗原刺激後 4およびio日に実施 し、それぞれ1剛および

i幽抗体価を ELIZA法で 測定 した 。

〔結果〕4日間の 拘束ス トレス 負荷に よ り、胸腺重量は 1／3と有意に減少 し、脾臓は 20％

減少 した 。 副腎は70％有意に増加した 。 ス トレス対照群の IgGお よび1副抗体産生量は 、

正常対照群 に対 して それぞれ54％、65％と有意に 低下 した 。 こ の ス トレ ス に よ る抗体産生

の 低下 に対 し、 GE投与群で は IgG、　 IgM抗体産生量の いずれ に対 して も回復作用を示 し、

特に IgG抗体産生の 回復作用は 有意で あ っ た 。 なお、臨床用量の 3、30倍間に は明らか な

差は認め られず、3倍以下の 用蚤で有効で あると考え られ る。

〔結論〕GEは拘束ス トレ ス によ っ て惹起される免疫能の 低下に対 して 回復作用を有する

こ とが 明 らか に な っ た 。
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